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ごうちゃんねる（GO-CHANNEL）      2022/10/12 

バイブルの真実シリーズ 

＃2「全人類のルーツは 1 組の夫婦から 

4 大人種はどうして別れたのか？」 

東住吉キリスト集会  高原 剛一郎 氏 

✡-✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡--✡-✡ 

 

お元気ですか。高原剛一郎です。今日はバイブルの真実シリーズ第 2 弾です。 

今日のテーマは「なぜ人類は黒人・白人・黄色人種など分かれているんですか」ということです。 

 

聖書が語るところによると、人類は共通の先祖から出て来た。アダムとエバから分かれ出た。 

 

ですから、私とあなたは親戚です。 

私とトム･クルーズも遠い遠い遠～い親戚です。 

私とフロイド･メイウェザーも親戚です。 

ということになるんですが、似てなさすぎませんか、ということですよ。 

 

特に皮膚の色に注目すると、私のようにアジア人・黄色人種の人もいれば、白人の人も黒人の人も

いるわけですよね。これが 1 つの同じ両親から分かれ出たというのは、あまりにも無理があるので

はありませんか。そうではありません。非常に合理的な説明ができるんです。 

 

使徒の働き 17章 

26 神は、一人の人からあらゆる民を造り出して、地の全面に住まわせ、それぞれに決められた時代

と、住まいの境をお定めになりました。 

 

一人の人とはアダムです。アダムには妻エバがいます。アダムとエバからあらゆる民（民族）を造り

出した。その中には、黒人も白人も黄色人種の人たちもいる。 

そして、地の全面に住まわせた。いつ住まわせたのか。バベルの塔事件。 

この時に、神は言葉をバラバラにして世界中に人類を散らしたと言うのです。 

果たして、このことは合理的に説明できるのでしょうか。 

 

ところで、人類学には 4大人種があります。 

白人（コーカソイド）・黒人（ネグロイド）・中間色/白人寄りの黄色人種、私のようなアジアの黄色

人種（モンゴロイド）・中間色/黒人寄りの黒褐色人種（オーストラロイド）。 

 

「これが同じ親から生まれた？ 無理があるんじゃないですか？」と考える方も多いと思いかもしれ

ませんが、いいえ、同じ先祖から出て来た 同じ種類なんです。 

その最大の証拠は、交配した時に子孫が生まれるということなんですね。 

 

動物の場合、違う動物と交配しても子孫は生まれません。 

ある動物の卵子とある動物の精子を無理やり受精させようと、卵子の殻を突き破って精子を放り込

んだら死んでしまうんです。拒否反応を起こして受精卵にならない。 

異なる種類間の生殖・子孫の繁殖は不可能なんですね。 
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しかし人類の場合は、白人と黒人・黄色人種と黒人・白人と黄色人種、あらゆる組み合わせでハーフ

が生まれるじゃないですか。これは、同じ種類であることの動かぬ証拠なんです。 

 

非常に興味深い写真を見ていただきましょう。 

 

 

 

 

 

 

褐色系の男性と女性。二人は夫婦で、双子の赤ちゃんが生まれました。 

一人は黒人のような黒い皮膚、もう一人は全く白い皮膚の赤ちゃんなんですね。双子ですよ。 

この 4 人家族はオーストラロイド・ネグロイド・コーカソイドの 3 つが揃ってるんです。 

たった一世代で、このようなバラエティーに富んだ皮膚の組み合わせが生まれて来たんですね。 

なぜこんなことになったのか。 

 

皮膚の色を決定するのはメラニン色素です。 

黒人には黒人になる遺伝子、白人には白人になる遺伝子がある、のではないんです。 

メラニン色素をたくさん作る遺伝子・少なく作る遺伝子、皮膚にたくさん維持する遺伝子・少なく

維持する遺伝子、この組み合わせによって黒い肌・白い肌になると言うのです。 

 

メラニン色素ってシミですよ。シミ。若い時はシミなんか無かったじゃないですか。 

メラニン色素は基本的に紫外線をカットして、皮膚の深いところに紫外線が届かないようにプロテ

クターの役割をしてくれる、実にありがたい物質なんですよ。 

 

若い時には、皮膚の新陳代謝と共にメラニン色素が皮膚の上の方に上がって来て、垢になってポロ

リと剥がれてくれたんです。ところが、新陳代謝の力がなくなると、メラニン色素が残ったままに

なって、これがシミになるんですよ！シミに！ビタミン C 摂ってください、なんですよね。 

 

メラニン色素をたくさん維持する遺伝子と少なく維持する遺伝子。 

例えば、父方からも母方からもたくさん作る遺伝子をもらい、父方からも母方からもたくさん維持

する遺伝子をもらった場合、真っ黒の肌の子供になる。 

父方からも母方からも少し作る遺伝子、父方からも母方からも少し維持する遺伝子をもらった場合、

白い肌の子供が生まれる。 

メラニン色素の遺伝子の増減が黒い肌・白い肌、その組み合わせによって中間色の肌になるという

ことですね。 

 

進化論では、世界のそれぞれの地域で、それぞれ類人猿や原人から進化したので、それぞれ違った

人種が出て来たと言うのですが、それは違います。それだと同じ子孫が生まれて来ないからです。 

 

それにしても、ヨーロッパでは白人ばかり、アジア地域では黄色人種ばかり、南米では褐色の人た

ちが多く、アフリカは黒人ばかり。なぜこんなことになってしまったのでしょうか。 

これもメラニン色素の働きで説明できます。 
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ヨーロッパは緯度が高いので基本的に日照時間が少なく、太陽の光を浴びる機会が少ないんですね。 

メラニン色素は紫外線・太陽の光をはねのける役割をします。 

ただでさえ太陽の光が少ない所でメラニン色素が多くなると、必要な太陽の光すら受けることがで

きないのです。黒人はメラニン色素が多い。メラニン色素が多すぎる人には、太陽の光が元々少な

い所は不利に働くのです。 

 

人間が生きて行くのに無くてはならないものにビタミン D があります。 

これは太陽の光を浴びない限り、作り出すことができません。 

 

黒い肌の人が少ない太陽光の下で生活すると、体内でビタミン D を生産できなくなり、くる病をは

じめ、筋肉や骨の発育に障害をきたすような病気になってしまうのですね。 

骨が柔らかいままなので、曲がった状態の手足になったりする。 

そうなると、生命力は弱くなってしまいますよ。当然子供をもうける数は減ります。 

少ない太陽光の下でもビタミン D を十分生成できる白い肌の人が優勢になるので、時代と共に白い

肌の人たちが支配的になるのです。だから、ヨーロッパでは白人ばかりということになるんですね。 

 

アフリカ大陸のように太陽光がさんさんと照り輝いているような所では、白人の人たちはプロテク

タービタミン Dを持っていないので皮膚癌に罹ります。 

しかし、メラニン色素を豊富に持っている黒人の人たちは、ビタミン D を作るのに十分なものを得

られ、紫外線によって皮膚の細胞の核酸が破壊される皮膚癌になるリスクが少なくなる。 

結果、生命力が強くなるので子供がたくさん生まれ、アフリカ大陸では黒い肌の人たちが支配的に

なるのです。 

 

聖書の記述と今の人類の分布は、がっちりマッチするのです。 

すべての民族は同じルーツから生まれて来ました。同じルーツからでも、あらゆる色の組み合わせ

が生まれて来ます。おそらくアダムとエバは中間色です。中間色同士の男女から生まれて来た子孫

は、ありとあらゆる色の組み合わせで生まれて来ました。 

しかし、その後でバベルの塔事件があったため、それぞれの地域に有利な人たちが残っている。 

その結果が今の世界の人類分布ということなんですね。 

アダムとエバという共通の先祖から生まれて来たということです。 

 

ですから、日本人の先祖もアダムとエバです。アダムとエバを創造したのは聖書が語っている神。 

すなわち “聖書が語っている神は日本人の神” と言うこともできるんです。 

日本人の神は、あなたを造った、聖書が紹介している創造主なのだと語っているんですね。 

 

ということで、この続きをバイブルの真実シリーズでお話したいと思いますので、興味を持ってく

ださった方は続いてご覧ください。よろしければ、チャンネル登録もお願いします。 

ではまた このチャンネルでお目にかかりましょう。皆さん、お元気でいてください。さよなら！ 

 

☆使用した聖書は「聖書 新改訳 2017」です。 


